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調 査 概 要 

 

１．調査対象 

 

 （１）対象地区 

   須賀川市（岩瀬商工会、長沼商工会、大東商工会）、 

鏡石町（鏡石町商工会）、天栄村（天栄村商工会） 

 

 （２）回答企業数１６４企業 

 

２．調査対象期間 

   令和 6年 5月 28日から 6月 30日まで 

 

３．調査方法 

  （１）対象商工会の経営指導員等による訪問直接調査 

  （２）調査用紙を郵送し記載の上、FAX又は持参により回収 

 

４．管内全体の景況感及び支援ニーズ 

 岩瀬管内の商工会員事業所の売上高は昨年度と比較して「前年並」が 47.6％、「1-19％売

上増加」が 23.8％という結果だった。昨年度は回答の約 40％が売上減少だったため、引き

続き売上が伸び悩み厳しい経営状況にある事業所が多い傾向にある。 

 所得（経営利益）は、前年並が 47.6％、20％未満の減少が 28.0％あり、昨年度は約 50％

が所得減少と回答していたことから更に厳しい状況にあることがわかる。 

 そうした厳しい中にあっても、賃上げを行った事業者は 31.7％と多く人材確保のために

やむを得ず賃上げを行ったが価格転嫁できず利益を圧迫しているケースも多いと予想され

る。 

 経営上の問題点としては、「新規顧客獲得・販路開拓」との回答が 91件と最も多く、続い

て「原材料・燃料費等コスト高騰/価格転嫁」が 84 件で昨年度に引き続き回答が多かった。 

 課題解決のための支援ニーズとしては、「補助金申請支援」が最も多く、続いて「販路拡

大の支援」「人材確保・育成支援」のニーズが昨年度同様に多かった。 

 事業承継に関しては、「自分の代で廃業」と回答したのが 26.2％であった。「後継者未定だ

が承継したい」との回答が 20.7％あり、今後商工会で支援を行っていく必要がある。 

 ＤＸに関しては、「必要性を感じておらず取り組む予定がない」「何をしたらよいのかわか

らない」という回答で全体の 62.1％を占めており管内商工会員のＤＸがあまり進んでいな

いことがわかった。「何から手をつけて良いかわからない」「そもそもＤＸがなにかわからな

い」という回答が 35.4％を占めており、取組事例等について巡回訪問等を通じて丁寧に行

っていく必要がある。 



５．調査結果 

 

 



 


